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①なぜ題名が「カメレオン」なのか
②「外とう」とオチュメーロフの心情の関係性
③「群集」のあり方について
④表現・構成について
⑤小説の設定について
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－ 6 －
言語活動
　以上のように授業を進め，単元の終末には言語活
動を仕組んだ。課題は，「『カメレオン』に他の題を
付けるとしたら何と付けるか」と「現代社会を表現
した小説作品を書くとして，名詞一語でタイトルを
考えてみよう」とした。
　前者の課題では，「カメレオン」の主題を自分なり
に言語化する，という過程を経ることとなる。それ
により，作品を再度よく読むことを目指した。後者
の課題では，学習者自身が見ている社会の姿を言語
化する，という過程を経ることとなる。風刺と限定
せず，また政治などの大きな世界だけでなく，学校
やクラスなどの小さい社会を表すことも奨励した。
生徒Ａ
－ 7 －
生徒Ｂ
生徒Ｃ
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生徒Ｄ
生徒Ｅ
－ 9 －
いずれの生徒も，ただ小説を読むだけではなく，そ
れを自分なりに解釈し新たなタイトルをつけるに
至ったり，現在，彼らが見ている社会を表現したり
することができている。生徒Ａのように，現在見て
いる社会を肯定的にとらえるものもおり，言語活動
を経ての交流でも活発な議論をすることができた。
さらには「カメレオン」の主題を「磁石」の特徴と
関わらせ，自らの言葉で説明することもできている。
生徒Ａは他の授業でも活発に発言していた生徒であ
るため，理解度が高かったことがうかがえる。
　生徒Ｂは「雨」が現代社会に与える様々な影響を
とらえ，それを政治に転化している。現代社会の風
刺の面を残し，自分なりの言葉で説明することがで
きていると言えるだろう。「カメレオン」の別題に
ついては，考えることはできているものの，多くの
人に共有されているかはわからない知識である。「カ
メレオン」の特徴は多くの人の知るところであろう
から，その点でやや異なるが，それでも自分なりの
言葉で説明できていると言える。
　Ｃ～Ｅにも見られるように，授業者が期待した飛
躍を見せている意見も多くあり，一定数の生徒は小
説世界を通じて現代社会を語る言葉をとらえること
ができていると言えるだろう。また，小説のタイト
ルをつける活動については，先の活動と混同し，名
詞一語で書かなければならない，比喩的な事柄を書
かなければならない，と考えて書きづらいものが多
かったようである。指示の不足と不徹底があったが，
考えて表現したものはそれぞれに深みがあったとも
言えるだろう。
４．成果と課題
　本実践を通して，学習指導要領の先の段階を見据
えて授業構想をすることで，探究的な学びを作るこ
とができる可能性があることがわかった。今回の実
践であれば，普段はなかなか言語化することの難し
い，社会に対するものの見方・考え方を言語化する
ことができたことがその証である。そこにつながる
ものとして継続してきた活動についても，有用性が
あったと言えるだろう。
　一方で，これを一斉指導で多くの生徒に求めるの
は酷であったと言わざるを得ず，見方によっては学
習指導要領を「逸脱」したものになるおそれもある。
現に，言語活動の際に何も書くことのできなかった
生徒もおり，活動自体の難易度が非常に高かったこ
とは否めない。探究的に，と考えながらも，生徒の
できうる範囲や，それを超える際の支援などについ
て，まだまだ精査が必要である。
　今回は「日常生活」から「社会生活」，さらに「実
社会」という系統性を念頭に実践を構築してきたが，
このつながりを継続的に指導していくことも必要と
なる。本単元の単発で授業を終えてしまえば，せっ
かくここまで育まれてきた社会へのまなざしが失わ
れてしまいかねない。かといって，小説の読みのす
べてに社会へのまなざしをとらえていくことも難し
い。各学校種や古典分野とのリンクなど，範囲を広
げつつ継続的に考えていかなくてはならない。少な
くとも，文学作品以外での学習の可能性を探ってい
くことが，今後の方向性である。
５．おわりに
　例えば，高校生が教科書で習う文章を小学生が読
んだらどうなるのか。つまり，学習する文章を，対
象学年を上げて実施することにどのような効果や課
題があるのかを考えてみたい。また逆に，小学生が
習う文章を高校生が読んだらどうなるのか。学年が
進んだ学校種を，より低い学年で実施することにも
意味があるのではないか。学習指導要領で示されて
いる学びを，目標論から教材論や方法論にまで具体
的に落とし込んで語っていくことができれば，授業
実践はより充実するはずである。
　「探究」するためには，「探究」に堪え得る課題
の設定が必要であり，学習者が「探究」してみたい
と思わせるような魅力がなくてはならない。そのた
めに，学習者自らが問いを立てる授業構想を軸にし
ているが，結局は教師が問いを選別したり軽重をつ
けたりしているようにも感じる。問いの設定のイニ
シアチブについても，継続して考えていきたい。
　ともあれ，難易度の高い課題に取り組もうとする
ときの馬力のようなものについて，生徒の力には驚
かされることも多い。今回もそうした力に引っ張ら
れた実践ではあった。実践や理論の汎用性を考えて
いきながらも，目の前の学習者に適した課題や実践
を模索していきたい。
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